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(57)【要約】
【課題】サーバラック背面から排気される暖気の還流を
防止すること。
【解決手段】サーバラック列１０を前面吸気側が向かい
合うように天井板２０と間隙を開けて配置し、これらサ
ーバラック列１０の間隔の空間を冷気が供給されるコー
ルドアイルとし、サーバラック列１０背面の空間を暖気
が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム
内の暖気の還流を防止するサーバラック還流防止装置で
あって、サーバラックの列１０の上面に天井板２０に向
かって延びる平板状且つ透過性を有する還流防止パネル
３１と、該還流防止パネル３１の上縁とサーバルーム天
井板との間隙を塞ぐための弾性材料からなるパッキン３
２と、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立
させるためのブラケット３０とを備えることによって、
コールドアイルへの暖気還流を防止するもの。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前面の吸気側が向か
い合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック列前面の吸気側
の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背面の排気側の空
間を暖気が排気されるホットアイルとして設定し、サーバルーム内のサーバラック背面か
ら排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止装置であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットとを備えることを特徴とするサーバラック還流防止装置。
【請求項２】
　前記ブラケットが、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネル
の平面に固定された直角三角形状とすることを特徴とする請求項１記載のサーバラック還
流防止装置。
【請求項３】
　前記ブラケットが、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネル
の平面に固定された直角三角形状を成し、前記サーバラック上面に固定されてブラケット
のサーバラック上面におけるラック前面から背面に向かう方向の移動を案内するベースレ
ールとを備えたことを特徴とする請求項１記載のサーバラック還流防止装置。
【請求項４】
　前記サーバラックが箱形上面に枠を有し、前記サーバラック還流防止装置が、該サーバ
ラック箱形上面の枠に前記ベースレールを固定するためのフックを含むことを特徴とする
請求項３記載のサーバラック還流防止装置。
【請求項５】
　縦長箱形のサーバラックを間隔を空けて配置したサーバラック列を前面の吸気側が向か
い合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック列前面の吸気側
の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背面の排気側の空
間を暖気が排気されるホットアイルとして設定し、サーバルーム内のサーバラック背面か
ら排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止装置であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの箱形上面に自
立させるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバ
ルーム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙
に沿って延び、前記アングル間に支持される金属バーと、前記サーバラック間の間隙を塞
ぐように該金属バーに吊される還流防止カーテンとを備えたことを特徴とするサーバラッ
ク還流防止装置。
【請求項６】
　縦長箱形のサーバラックを間隔を空けて配置したサーバラック列を前面の吸気側が向か
い合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック列前面の吸気側
の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背面の排気側の空
間を暖気が排気されるホットアイルとして設定し、サーバルーム内のサーバラック背面か
ら排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止装置であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバルー
ム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙に沿
って延び、前記アングル間に伸縮自在に支持されるワイヤーと、前記サーバラック間の間
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隙を塞ぐように該ワイヤーに吊される還流防止カーテンとを備えたことを特徴とするサー
バラック還流防止装置。
【請求項７】
　縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前面の吸気側が向か
い合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック列前面の吸気側
の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背面の排気側の空
間を暖気が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム内のサーバラック背面か
ら排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止方法であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットとを備えるサーバラック還流防止装置を設け、該サーバラック還流
防止装置にサーバラック背面から排気される暖気が天井板方向に上昇してサーバラック前
面側への暖気の還流を防止することを特徴とするサーバラック還流防止方法。
【請求項８】
　前記ブラケットを、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネル
の平面に固定された直角三角形状とし、該直角三角形状のブラケットにより還流防止パネ
ルをサーバラック上面に固定することを特徴とする請求項７記載のサーバラック還流防止
方法。
【請求項９】
　前記ブラケットを、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネル
の平面に固定された直角三角形状とし、前記サーバラック上面に固定されてブラケットの
サーバラック上面におけるラック前面から背面に向かう方向の移動を案内するベースレー
ルとを設け、該ベースレールに前記ブラケットのサーバラック上面におけるラック前面か
ら背面に向かう方向の移動を案内させることを特徴とする請求項８記載のサーバラック還
流防止方法。
【請求項１０】
　前記サーバラックが箱形上面に枠を有し、前記サーバラック還流防止装置に、該サーバ
ラック箱形上面の枠に前記ベースレールを固定するためのフックを設け、該フックに前記
該サーバラック箱形上面の枠にベースレールを固定させることを特徴とする請求項９記載
のサーバラック還流防止方法。
【請求項１１】
　縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前面の吸気側が向か
い合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック列前面の吸気側
の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背面の排気側の空
間を暖気が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム内のサーバラック背面か
ら排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止方法であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの箱形上面に自
立させるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバ
ルーム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙
に沿って延び、前記アングル間に支持される金属バーと、前記サーバラック間の間隙を塞
ぐように該金属バーに吊される還流防止カーテンとを備えるサーバラック還流防止装置を
設け、該サーバラック還流防止装置にサーバラック背面から排気される暖気が天井板方向
に上昇してサーバラック前面側への暖気の還流を防止することを特徴とするサーバラック
還流防止方法。
【請求項１２】
　縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前面の吸気側が向か
い合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック列前面の吸気側
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の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背面の排気側の空
間を暖気が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム内のサーバラック背面か
ら排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止方法であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバルー
ム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙に沿
って延び、前記アングル間に伸縮自在に支持されるワイヤーと、前記サーバラック間の間
隙を塞ぐように該ワイヤーに吊される還流防止カーテンとを備えるサーバラック還流防止
装置を設け、該サーバラック還流防止装置にサーバラック背面から排気される暖気が天井
板方向に上昇してサーバラック前面側への暖気の還流を防止することを特徴とするサーバ
ラック還流防止方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多数の電子機器を搭載した複数のサーバラックを設置するサーバルームにお
ける暖気の還流を防止することができるサーバラック還流防止装置及びサーバラック還流
防止方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般にサーバルームにおけるサーバラックは、内部にサーバを構成する複数の電子機器
を箱形の筐体に搭載し、複数のサーバラックを１列に連結して設置され、これらサーバラ
ック内に収容された電子機器を効率良く冷却するため、サーバラック列の前面または背面
同士を向い合せに設置し、サーバラック前面側を空調機から排出される冷気を集めた空間
であるコールドアイルとし、サーバラック背面側をサーバの排熱を集めた空間であるホッ
トアイルとして設定し、サーバラック内に収容された電子機器がサーバラック前面側のコ
ールドアイルから冷気を吸気し、背面側のホットアイルに暖気を排気するように構成する
ことによってサーバルーム内の冷却効率を向上し、空調機の消費電力を削減することが行
われている。
【０００３】
　なお、前記したサーバルームの冷却に関する技術が記載された文献としては、例えば下
記の特許文献１が挙げられ、この特許文献１には、ラック列に対向して空調機を配置し、
この空調機からの冷気をフリーアクセスフロアの床面の下を通してラック列の吸気側の床
から排出するように配置し、空調機からラックに対して吹き出された空調機吹出温度及び
ラックが吸気する際の冷却風の温度であるラック吸気温度を検出し、前記空調機吹出温度
とラック吸気温度とが同じ温度となるように空調機の風量を制御すると共に、ラックから
排気された排熱風のラック排気温度及び空調機が取り込む際の排熱風の温度である空調機
戻り温度とを検出し、ラック排気温度と空調機戻り温度との温度差をなくす様に空調機の
風量を制御する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－７４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述の特許文献１に記載された技術は、ラック列に対向して空調機を配置し、該空調機
からの冷気をフリーアクセスフロアの床面の下を通してラック列の吸気側の床から排出し
てサーバラックに供給し、該サーバラックから排気される暖気を、天井側を通して空調機
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に戻す空気流路を形成し、冷却側温度及び排気暖気側温度を検出して送風量を制御するこ
とにより無駄な冷却風を削減することができるものの、サーバラック内部にはファンによ
って冷気を吸気するため、暖気もラック内に吸引してしまい、ラック内の電子機器を効率
的に冷却することが困難であると言う課題があると共に、サーバラック列を向かい合わせ
たサーバルームにおけるサーバラックからの暖気の還流を考慮しておらず、この暖気の還
流による電子機器の冷却を効率的に行うことが困難であるという課題があった。
【０００６】
　本発明の目的は、前述の従来技術による課題を解決しようとするものであり、サーバラ
ックから排気される暖気が還流してサーバラックの吸気側から吸引されることを防止し、
サーバラック内の電子機器を効率的に冷却することができるサーバラック還流防止装置及
びサーバラック還流防止方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために本発明は、縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合した
サーバラック列を前面の吸気側が向かい合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向か
い合ったサーバラック列前面の吸気側の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合
ったサーバラック列背面の排気側の空間を暖気が排気されるホットアイルとして設定し、
サーバルーム内のサーバラック背面から排気される暖気の還流を防止するサーバラック還
流防止装置であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットとを備えることを第１の特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、前記第１の特徴のサーバラック還流防止装置において、前記ブラケッ
トが、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネルの平面に固定さ
れた直角三角形状とすることを第２の特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、前記第１の特徴のサーバラック還流防止装置において、前記ブラケッ
トが、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネルの平面に固定さ
れた直角三角形状を成し、前記サーバラック上面に固定されてブラケットのサーバラック
上面におけるラック前面から背面に向かう方向の移動を案内するベースレールとを備えた
ことを第３の特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、前記第３の特徴のサーバラック還流防止装置において、前記サーバラ
ックが箱形上面に枠を有し、前記サーバラック還流防止装置が、該サーバラック箱形上面
の枠に前記ベースレールを固定するためのフックを含むことを第４の特徴とする。
【００１１】
　更に本発明は、縦長箱形のサーバラックを間隔を空けて配置したサーバラック列を前面
の吸気側が向かい合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラック
列前面の吸気側の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列背
面の排気側の空間を暖気が排気されるホットアイルとして設定し、サーバルーム内のサー
バラック背面から排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止装置であって、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの箱形上面に自
立させるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバ
ルーム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙
に沿って延び、前記アングル間に支持される金属バーと、前記サーバラック間の間隙を塞
ぐように該金属バーに吊される還流防止カーテンとを備えたことを第５の特徴とする。
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【００１２】
　また、本発明は、縦長箱形のサーバラックを間隔を空けて配置したサーバラック列を前
面の吸気側が向かい合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラッ
ク列前面の吸気側の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列
背面の排気側の空間を暖気が排気されるホットアイルとして設定し、サーバルーム内のサ
ーバラック背面から排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止装置であって
、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバルー
ム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙に沿
って延び、前記アングル間に伸縮自在に支持されるワイヤーと、前記サーバラック間の間
隙を塞ぐように該ワイヤーに吊される還流防止カーテンとを備えたことを第６の特徴とす
る。
【００１３】
　更に、本発明は、縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前
面の吸気側が向かい合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラッ
ク列前面の吸気側の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列
背面の排気側の空間を暖気が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム内のサ
ーバラック背面から排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止方法であって
、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットとを備えるサーバラック還流防止装置を設け、該サーバラック還流
防止装置にサーバラック背面から排気される暖気が天井板方向に上昇してサーバラック前
面側への暖気の還流を防止することを第７の特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、前記第７の特徴のサーバラック還流防止方法において、前記ブラケッ
トを、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネルの平面に固定さ
れた直角三角形状とし、該直角三角形状のブラケットにより還流防止パネルをサーバラッ
ク上面に固定することを第８の特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、前記第７の特徴のサーバラック還流防止方法において、前記ブラケッ
トを、底辺をサーバラック上面に固定され、垂直辺を前記還流防止パネルの平面に固定さ
れた直角三角形状とし、前記サーバラック上面に固定されてブラケットのサーバラック上
面におけるラック前面から背面に向かう方向の移動を案内するベースレールとを設け、該
ベースレールに前記ブラケットのサーバラック上面におけるラック前面から背面に向かう
方向の移動を案内させることを第９の特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、前記第９の特徴のサーバラック還流防止方法において、前記サーバラ
ックが箱形上面に枠を有し、前記サーバラック還流防止装置に、該サーバラック箱形上面
の枠に前記ベースレールを固定するためのフックを設け、該フックに前記該サーバラック
箱形上面の枠にベースレールを固定させることを第１０の特徴とする。
【００１７】
　更に、本発明は、縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前
面の吸気側が向かい合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラッ
ク列前面の吸気側の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列
背面の排気側の空間を暖気が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム内のサ
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ーバラック背面から排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止方法であって
、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの箱形上面に自
立させるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバ
ルーム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙
に沿って延び、前記アングル間に支持される金属バーと、前記サーバラック間の間隙を塞
ぐように該金属バーに吊される還流防止カーテンとを備えるサーバラック還流防止装置を
設け、該サーバラック還流防止装置にサーバラック背面から排気される暖気が天井板方向
に上昇してサーバラック前面側への暖気の還流を防止することを第１１の特徴とする。
【００１８】
　更に、本発明は、縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列を前
面の吸気側が向かい合うように天井板と間隙を開けて配置し、該向かい合ったサーバラッ
ク列前面の吸気側の間隔の空間をコールドアイルとし、前記向かい合ったサーバラック列
背面の排気側の空間を暖気が排気されるホットアイルとして設定したサーバルーム内のサ
ーバラック背面から排気される暖気の還流を防止するサーバラック還流防止方法であって
、
　前記サーバラックの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を
有する還流防止パネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐ
ための弾性材料からなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立さ
せるためのブラケットと、該ブラケットから還流防止パネルの平板面に沿ってサーバルー
ム天井板方向に延びるアングルと、前記間隔を空けて配置したサーバラック間の間隙に沿
って延び、前記アングル間に伸縮自在に支持されるワイヤーと、前記サーバラック間の間
隙を塞ぐように該ワイヤーに吊される還流防止カーテンとを備えるサーバラック還流防止
装置を設け、該サーバラック還流防止装置にサーバラック背面から排気される暖気が天井
板方向に上昇してサーバラック前面側への暖気の還流を防止することを第１２の特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によるサーバラック還流防止装置及びサーバラック還流防止方法は、サーバラッ
クの上面からサーバルーム天井板に向かって延びる平板状且つ透過性を有する還流防止パ
ネルと、該還流防止パネルの上縁とサーバルーム天井板との間隙を塞ぐための弾性材料か
らなるパッキンと、前記還流防止パネルをサーバラックの上面に自立させるためのブラケ
ットとを設けたことによって、サーバラック背面から排気される暖気が天井板方向に上昇
してサーバラック前面側への暖気の還流を防止することができる。
【００２０】
　更に、本発明は、直角三角形状のブラケットを用いて還流防止パネルをサーバラック上
面に固定することによって還流防止パネルをサーバラック上面に直立して支持することが
でき、ラック前面から背面に延びる方向への移動を案内するベースレールを設けたことに
よって、還流防止パネルの直立位置を調整することができ、前記ベースレールをサーバラ
ック箱形上面の枠にフックを用いて固定することによってサーバラックを加工することな
くベースレールを設けることができる。
【００２１】
　更に本発明は、縦長箱形のサーバラックを間隔を空けて配置したサーバラック列を設置
したサーバルームにおいて、前記還流防止パネルに加え、アングル間に渡した金属バーに
還流防止カーテンを吊すことによってラック間からの暖気の還流を防止することができ、
アングル間に渡した伸縮自在なワイヤーに還流防止カーテンを吊すことによってラック間
からの暖気の還流を防止することができると共にラック間の間隔に係わらず還流防止カー
テンを吊すことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明によるサーバラック還流防止方法を適用したサーバルームを示す図。
【図２】本発明によるサーバラック還流防止装置の第１及び第２実施形態を示す図。
【図３】本発明によるサーバラック還流防止装置の第３の実施形態を示す図。
【図４】本発明によるサーバラック還流防止装置の第４の実施形態を示す図。
【図５】本発明によるサーバラック還流防止装置の第５の実施形態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明によるサーバラック還流防止方法を適用したサーバラック還流防止装置の
実施形態を図面を参照して説明する。
［第１実施形態］
　本発明によるサーバラック還流防止方法を適用したサーバルームは、図１に示す如く、
縦長箱形の複数のサーバラックを１列に結合したサーバラック列１０を吸気側（前面側）
が向かい合うように配置し、該サーバラック列１０の吸気側の間隔の空間をコールドアイ
ルとし、該サーバラック列１０の排気側（背面側）の空間を暖気が排気されるホットアイ
ルとして設定し、更に、前記サーバラック列１０の背面に排気された暖気が天井側を通し
て還流されることを防止するための遮蔽物である還流防止パネル３１及び該還流防止パネ
ル３１を自立させるための支持部材であるブラケット３０とからなるサーバラック還流防
止装置を設置している。
【００２４】
　この還流防止パネル３１は、サーバラック列１０の背面側から排気される暖気が温度に
より天井板２０に達し、この上昇した暖気が天井板２０を伝わってコールドアイル側に流
れることを阻止するため、サーバラック列１０の上面（天板）とサーバルームの天井板２
０との間隙を塞ぐように配置され、照明の光を遮断しないように透過性の合成樹脂を材料
とするのが好ましい。
【００２５】
　このサーバラック還流防止装置は、図２（ａ）に示す如く、サーバラック１０ａの上面
の前面側縁から下縁が直立する平板状の還流防止パネル３１と、還流防止パネル３１の上
縁に設けられ、地震等による揺れを吸収し且つ前記天井板２０との間隙を弾性力をもって
塞ぐためのゴム材等のパッキン３２と、該還流防止パネル３１をサーバラック１０ａの天
板に固定的に直立させるための直角三角形状のブラケット３０とから構成され、前記直角
三角形状のブラケット３０は、底辺をサーバラック１０ａの上面とネジ止めされ、垂直辺
を還流防止パネル３１の垂直面にネジ止めされている。前記還流防止パネル３１と天井板
２０との間隙は、約５～２０ｍｍ程度の間隔を空け、この間隙を弾性材料から成るパッキ
ン３２によって塞ぐことが好ましい。
【００２６】
　このように構成したサーバラック還流防止方法を適用したサーバルームは、サーバラッ
ク列１０の背面から排気された暖気が天井板２０に達してサーバラック前面側に還流しよ
うとする空気流が生じた場合であっても、この空気流の流れを還流防止パネル３１が阻止
するため、暖気がコールドアイル側に戻されることが無く、従ってサーバラック内の電子
機器に空調機から排気された冷気のみを供給することができ、効率的に電子機器を冷却す
ることができる。
【００２７】
［第２実施形態］
　前記の実施形態においては、還流防止パネル３１をサーバラック１０ａの天板に固定的
に直立させるサーバラック還流防止装置を説明したが、本発明は還流防止パネル３１を固
定的に取り付けるものに限られるものではなく、図２（ｂ）に示す如く、サーバラック１
０ａの上板に還流防止パネル３１を支持した直角三角形状のブラケット３０の底辺を移動
可能に案内する一対のベースレール３３をボルト固定し、該ベースレール３３によって還
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流防止パネル３１の直立位置を調整自在に構成しても良い。
【００２８】
　本実施形態によるサーバラック還流防止装置は、天井板に熱感知センサ等の突起物が設
けられている場合、これら突起物が障害と成らない位置に還流防止パネル３１の直立位置
を調整することができる。
【００２９】
［第３実施形態］
　更に、本発明によるサーバラック還流防止装置は、前記ベースレール３３をサーバラッ
ク１０ａの上面にボルト固定するものに限られるものではなく、図３に示す如く、ベース
レール３３の両端をサーバラック１０ａの上面の枠に勘合するフック４０を用いて着脱自
在に配置するように構成しても良い。
【００３０】
　本実施形態によるサーバラック還流防止装置は、前述の第２実施形態による天井突起物
が障害と成らない位置に還流防止パネル３１の直立位置を調整することができる効果に加
え、サーバラック上面上におけるベースレール３３の位置を容易に変更することができる
効果を奏する。
【００３１】
［第４実施形態］
　また、本発明によるサーバラック還流防止装置は、コンピュータシステムの構成や地震
対策のために、サーバラックとサーバラック間に間隙を開けた配置のサーバルームにも適
用することができ、この実施形態によるサーバラック還流防止装置は、図４に示す如く、
間隔を空けて配置されたサーバラック１０ａのそれぞれの上面の前面側縁から下縁が直立
する板状の還流防止パネル３１と、還流防止パネル３１の上縁に設けられ、地震等による
揺れを吸収し且つ前記天井板２０との間隙を弾性力をもって塞ぐためのゴム材等のパッキ
ン３２と、該還流防止パネル３１をサーバラック１０ａの上面に固定的に直立させるため
の直角三角形状のブラケット３０と、２つのサーバラック１０ａのブラケット３０の垂直
辺から天井板２０に向かって延びるアングル５２と、２つのサーバラック１０ａのアング
ル５２の上端に取り付けられる長板状の金属バー５１と、該金属バー５１に上端が複数の
支持リング５４によって支持され、２つのサーバラック１０ａ間の間隙を塞ぐように吊り
下げられた還流防止カーテン５０とから構成される。
【００３２】
　本実施形態によるサーバラック還流防止装置は、サーバラック１０ａ間に隙間があった
場合であっても、前記アングル５２により支持された金属バー５１に複数の支持リング５
４によって吊り下げられた還流防止カーテン５０が、サーバラック１０ａ背面から排気さ
れた暖気がサーバラック１０ａからサーバラック１０ａ前面側への還流を防止することが
でき、サーバラック内の電子機器に空調機から排気された冷気のみを供給することができ
、効率的に電子機器を冷却することができる。
【００３３】
［第５実施形態］
　前記第４の実施形態においては長板状の金属バー５１に還流防止カーテン５０を吊り下
げる例を説明したが、本発明はこれに限られるものではなく、図５に示す如く、間隔を空
けて配置されたサーバラック１０ａのそれぞれの上面の前面側縁から下縁が直立する板状
の還流防止パネル３１と、還流防止パネル３１の上縁に設けられ、地震等による揺れを吸
収し且つ前記天井板２０との間隙を弾性力をもって塞ぐためのゴム材等のパッキン３２と
、該還流防止パネル３１をサーバラック１０ａの上面に固定的に直立させるための直角三
角形状のブラケット３０と、２つのサーバラック１０ａのブラケット３０の垂直辺から天
井板２０に向かって延びるアングル５２と、２つのサーバラック１０ａのアングル５２の
上端に取り付けられ、両端にスプリング５６が取り付けられたワイヤー５５と、該ワイヤ
ー５５に上端が複数の支持リング５４によって、支持され、２つのサーバラック１０ａ間
の間隙を塞ぐように吊り下げられた還流防止カーテン５０とから構成される。
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【００３４】
　本実施形態によるサーバラック還流防止装置は、サーバラック１０ａ間に隙間が固定的
でなく、配置変更によって、ラック間の間隙寸法が変化した場合であっても、前記アング
ル５２により支持されたワイヤー５５に複数の支持リング５４によって吊り下げられた還
流防止カーテン５０が、サーバラック１０ａ背面から排気された暖気がサーバラック１０
ａからサーバラック１０ａの前面側への還流を防止することができ、サーバラック内の電
子機器に空調機から排気された冷気のみを供給することができ、効率的に電子機器を冷却
することができる。
【００３５】
　なお、前記図４及び図５を参照した実施形態における還流防止パネル３１及び還流防止
カーテン５０は、防火の観点から不燃または難燃性の素材を使用することが望ましい。ま
た、本発明による還流防止カーテン５０は、サーバラック列１０の両端のサーバラック１
０ａを耐震のために固定した場合には図４に示した実施形態の金属バー５１を使用し、片
側または両側のサーバラック１０ａが簡易免震装置等に設置されてサーバラック１０ａが
可動し、サーバラック１０ａ間の距離が変動する場合は、図５に示した実施形態のスプリ
ング５６及びワイヤー５５を使用することによって、サーバラックを固定式及び稼働式両
方のラックに適用することができる。
【符号の説明】
【００３６】
１０ａ　サーバラック、１０　サーバラック列、２０　天井板、
３０　ブラケット、３１　還流防止パネル、３２　パッキン、
３３　ベースレール、４０　フック、５０　還流防止カーテン、５１　金属バー、
５２　アングル、５４　支持リング、５５　ワイヤー、５６　スプリング

【図１】 【図２】
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